


































































により SS濃度が 100～ 10,000 mgL-1の範囲において，測
定誤差が 15%以内での測定が可能となる（北島ら 2013）．
また，低濃度試料の分析では，相対効率が 40%の Ge
半導体検出器と 2 Lマリネリ容器で Cs-137の分析を行っ
た場合，分析時間が 3万秒（8.3時間）で検出限界は 0.1
























































































































の沈砂地では，RCs濃度は 2～ 4 kBqkg-1と低かったが，
下流では徐々に濃度が上昇し，水路末端では指定廃棄物


























































の重相関係数をみると，濁度と SSで 0.96，濁度と RCsで
は 0.77と比較的高かった．この関係を利用して用水路を
通じて灌漑期間に地区に流入した RCsの量を推定すると
約 4.9 GBqとなり，水田へは平均 0.54 kBqm-2 ･ year-1が流
入した．この値は，受益地周辺の RCsの沈着量（120～











































水では土壌の種類によって玄米中の RCs濃度は 65～ 341
Bqkg-1となり顕著な影響が確認されている．なお，この
結果はカリ施肥が行われない条件（供試土の交換性カリ














2011年 3月 17日に玄米などの穀類中に含まれる RCsの
暫定規制値を 500 Bqkg-1と定めるとともに（高橋 2013），








＊1：印加電圧（測定時の 30秒前よりセンサー電源を ONにする），〇：有，×：無，＊2：信号変換器 a：4-20mA→ 1-5V，b：
白金測温抵抗体用，c：0-30V→ 1-5V，＊3：圧力式，＊4：透過光式，＊5：電磁式流速計（UIZ-RF），＊6：白金測温抵抗体式水











































































RCsは 2.0 BqL-1，溶存態 RCsは 0.05 BqL-1，用水を通じて
水田に流入する RCsは一作期当たり 1.2 kBqm-2であり，
同地点で農地除染後に土壌内に留まる RCsの 580 kBqm-2
と比べると，僅か 0.2%と小さく，かつ玄米への影響も








日向 細田 小宮 草野 A 草野 B 長泥 酒田
試験実施年度 2014 2014 2014 2014 2014 2013 2014 2015
用水源 河川 河川 河川 河川 ため池 ため池 地下水 河川（請戸川）
用水量 mm 452 1） 452 1） 554 3） 350 4） 350 2） 1572 - 1406
雨量 mm - - 753 744 744 667 - 966





0.16（7） 0.34（7） 0.91（10） 0.35（10） 0.58（12） 2.5（12） 0.003（5） 0.47（16）





72 1） 150 1） 500 120 200 2） 3900 - 670




- - - 15 38 720 - 32





- - - 59 160 3200 - 640
溶存態 - - - 34 23 -36 - 340
RCs大気降下量 （Bq/ m2/作期） - - - 350 - - - 81
作土の RCs濃度 （Bq/kg） 240 440 940 930 420 1800 1700 3300
作土中の RCs量 （kBq/m2） 43 79 170 170 76 580 310 590





0.81 1.8 2.2 1.5 2.0 3.7 3.1 3.0
水口側 0.81 3.1 3.4 1.6 1.8 － 3.1 3.1
中央 0.77 1.3 1.7 1.7 2.7 － 3.6 2.8
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Summary
　A review was conducted of the behavior of radioactive cesium in the aquatic system and its impact on agricultural-use water
due to the accidental release of radioactive materials from the Fukushima Daiichi Nuclear Power Plant of the Tokyo Electric Power
Company. The review includes analysis methods for low-concentration radioactive cesium in water, radiocesium sedimentation
in irrigation canals, a real-time monitoring method for radiocesium in irrigation water, removal of radiocesium in water, and
quantification of radiocesium flowing into paddy fields, carried by irrigation water.
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